
≪改正の内容≫
◆議員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆市長、副市長、教育長の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆職員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆会計年度任用職員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合を据え置き
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ

　
令
和
2
年
の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
条
例
改
正
等
が
提
出
さ
れ
、
議
会
初
日
に

即
日
で
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
困
難
な
生
活
が
生
じ

て
い
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
再
支
給
が
、
12
月

11
日
国
に
よ
り
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
額
は
1
世
帯
当
た
り
5
万
円
で
、

第
2
子
以
降
１
人
に
つ
き
3
万
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
4
9
7
万
円
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
等
は
条

例
8
件
、
補
正
予
算
8
件
、
指
定
管
理
者
指
定
1
件
、
人
事
案
件
1
件
の
合
計
18
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
提
出
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
12
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令
和
2
年

12
月
定
例
会

議
員
、市
長
等
、教
育
長
及
び
職
員
の

　
　
　
　給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

定
例
会
の
主
な
提
出
議
案

（
議
案
第
91
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
9
号
）

・幸手市障害者自立支援施設
「さくらの里」
・幸手市障害者自立支援施設
「なのはなの里」
指定管理者：
社会福祉法人幸手市社会福祉協議会
指定の期間：令和3年4月1日から
　　　　　　令和8年3月31日まで

指定管理者の指定を決定

議

　長
　
　
　宮

　杉

　勝

　男

副
議
長

　
　
　小

　林

　啓

　子

議

　員
（
議
席
順
）

四

　本

　奈
緒
美

坂

　本

　達

　夫

海
老
沼

　隆

　夫

小

　林

　英

　雄

枝
久
保

　喜
八
郎

本

　田

　謡

　子

小
河
原

　浩

　和

松

　田

　雅

　代

木

　村

　治

　夫

藤

　沼

　
　
　貢

青

　木

　
　
　章

武

　藤

　壽

　男

大

　平

　泰

　二

今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

　
施
設
設
備
総
合
管
理
業
務
委
託
料
４

８
０
８
万
２
０
０
０
円
中
、
今
回
５
０

９
万
９
０
０
０
円
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
お
伺
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
令
和
２
年
３
月
14
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
天
神
の
湯
を
休
館
と
し

た
こ
と
か
ら
委
託
料
の
一
部
を
減
額
し

た
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
木
村

純
夫
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
を
提
案
、

出
す
ほ
う
も
幸
手
市
長
の
木
村
純
夫
と

い
う
双
方
代
理
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

双
方
を
代
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
民
法
第
１
０
８
条
の
規
定
も
あ
り
、

こ
の
議
案
の
適
合
性
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　
双
方
代
理
と
は
、
同
一
人
物
が
法
律

行
為
の
当
事
者
双
方
の
代
理
人
と
な
る

こ
と
を
言
い
、
議
員
ご
指
摘
の
民
法
第

１
０
８
条
に
お
い
て
、
原
則
禁
止
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
ま
す
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
施
行
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
お

い
て
、
理
事
長
以
外
の
理
事
の
代
表
権

の
行
使
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
理
事

長
の
職
務
代
理
者
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
理
事

長
の
双
方
代
理
に
つ
い
て
、
理
事
会
に

お
い
て
当
該
取
引
の
重
要
な
事
実
を
開

示
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
契
約
締
結
行
為
で
は
な
く
行

政
処
分
の
意
思
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
民
法
第
１
０
８
条
の
類
推
適
用
は

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。な
お
、

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
協
定

を
結
ぶ
際
に
は
規
則
に
基
づ
き
、
臨
時

代
理
者
で
締
結
す
る
な
ど
の
方
向
で
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幸
手
市
の
公
の
施
設
で
あ
る
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
さ
く
ら
の
里
、

及
び
な
の
は
な
の
里
の
２
施
設
の
運
営

管
理
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
り
、
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理

条
例
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
包
括
的

に
指
定
管
理
者
に
委
任
す
る
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
以
前
か
ら
業
務
委

託
の
実
績
の
あ
る
現
指
定
管
理
者
で
あ

る
幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
、
幸
手

市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
行
政
処
分
と
し
て
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
た
も
の
と
理

解
を
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
限

度
額
は
１
億
１
６
３
０
万
２
０
０
０
円

で
す
。
こ
れ
は
施
設
の
管
理
と
運
営
の

た
め
の
包
括
的
な
指
定
管
理
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
、
効
果
的
な
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
等
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
す
る
も
の
、
さ
れ
る
も

の
の
関
係
に
つ
い
て
民
法
１
０
８
条
の

双
方
代
理
、
利
益
相
反
と
な
る
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
所

要
の
方
策
を
講
じ
る
と
の
こ
と
も
あ
り
、

改
善
を
望
む
も
の
で
す
。

　
真
の
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
で
あ

る
、
効
率
的
、
効
果
的
な
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
管
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
期
待
を
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
幸
手
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
小
・
中
学
校

の
休
業
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

や
中
止
を
す
る
事
態
と
な
り
、
市

民
の
皆
様
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
健
康
や
経
済
な
ど
の
不
安
の
声

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
声
が

市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
鋭
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、
希

望
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市議会議長
宮杉　勝男

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
で
は
、、
学
校
教
育

環
境
の
整
備
、
医
療
・
介
護
等
の

連
携
強
化
、
公
共
交
通
の
見
直
し
、

防
災
対
策
等
々
の
各
施
策
を
着
実

に
実
施
し
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
ま
し

て
も
、
様
々
な
感
染
防
止
対
策
や

生
活
支
援
、
経
済
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
今
年
一
年
が
充
実
し
た
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市長
木村　純夫

答
　
弁

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
8
号
）

　
　
　
　
　(議
案
第
87
号
)

12
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

質
　
疑

▲天神の湯
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≪改正の内容≫
◆議員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆市長、副市長、教育長の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆職員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合から0.05か月分引き下げ
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ
◆会計年度任用職員の期末手当
・令和２年12月支給分
　現行の支給割合を据え置き
・令和３年６月以降支給分
　現行の支給割合から0.025か月分引き下げ

　
令
和
2
年
の
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
条
例
改
正
等
が
提
出
さ
れ
、
議
会
初
日
に

即
日
で
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
困
難
な
生
活
が
生
じ

て
い
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
再
支
給
が
、
12
月

11
日
国
に
よ
り
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

支
給
額
は
1
世
帯
当
た
り
5
万
円
で
、

第
2
子
以
降
１
人
に
つ
き
3
万
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
4
9
7
万
円
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
12
月
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
長
提
出
議
案
等
は
条

例
8
件
、
補
正
予
算
8
件
、
指
定
管
理
者
指
定
1
件
、
人
事
案
件
1
件
の
合
計
18
件
で
し
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
提
出
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
12
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令
和
2
年

12
月
定
例
会

議
員
、市
長
等
、教
育
長
及
び
職
員
の

　
　
　
　給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

定
例
会
の
主
な
提
出
議
案

（
議
案
第
91
号
）

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
9
号
）

・幸手市障害者自立支援施設
「さくらの里」
・幸手市障害者自立支援施設
「なのはなの里」
指定管理者：
社会福祉法人幸手市社会福祉協議会
指定の期間：令和3年4月1日から
　　　　　　令和8年3月31日まで

指定管理者の指定を決定
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今
年
も

よ
ろ
し
く

　お
願
い

　
　い
た
し
ま
す

　
施
設
設
備
総
合
管
理
業
務
委
託
料
４

８
０
８
万
２
０
０
０
円
中
、
今
回
５
０

９
万
９
０
０
０
円
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
お
伺
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
令
和
２
年
３
月
14
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
天
神
の
湯
を
休
館
と
し

た
こ
と
か
ら
委
託
料
の
一
部
を
減
額
し

た
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
木
村

純
夫
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
を
提
案
、

出
す
ほ
う
も
幸
手
市
長
の
木
村
純
夫
と

い
う
双
方
代
理
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

双
方
を
代
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
民
法
第
１
０
８
条
の
規
定
も
あ
り
、

こ
の
議
案
の
適
合
性
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　
双
方
代
理
と
は
、
同
一
人
物
が
法
律

行
為
の
当
事
者
双
方
の
代
理
人
と
な
る

こ
と
を
言
い
、
議
員
ご
指
摘
の
民
法
第

１
０
８
条
に
お
い
て
、
原
則
禁
止
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
ま
す
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
施
行
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
お

い
て
、
理
事
長
以
外
の
理
事
の
代
表
権

の
行
使
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
理
事

長
の
職
務
代
理
者
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
理
事

長
の
双
方
代
理
に
つ
い
て
、
理
事
会
に

お
い
て
当
該
取
引
の
重
要
な
事
実
を
開

示
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
契
約
締
結
行
為
で
は
な
く
行

政
処
分
の
意
思
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
民
法
第
１
０
８
条
の
類
推
適
用
は

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。な
お
、

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
協
定

を
結
ぶ
際
に
は
規
則
に
基
づ
き
、
臨
時

代
理
者
で
締
結
す
る
な
ど
の
方
向
で
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幸
手
市
の
公
の
施
設
で
あ
る
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
さ
く
ら
の
里
、

及
び
な
の
は
な
の
里
の
２
施
設
の
運
営

管
理
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
り
、
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理

条
例
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
包
括
的

に
指
定
管
理
者
に
委
任
す
る
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
以
前
か
ら
業
務
委

託
の
実
績
の
あ
る
現
指
定
管
理
者
で
あ

る
幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
、
幸
手

市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
行
政
処
分
と
し
て
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
た
も
の
と
理

解
を
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
限

度
額
は
１
億
１
６
３
０
万
２
０
０
０
円

で
す
。
こ
れ
は
施
設
の
管
理
と
運
営
の

た
め
の
包
括
的
な
指
定
管
理
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
、
効
果
的
な
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
等
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
す
る
も
の
、
さ
れ
る
も

の
の
関
係
に
つ
い
て
民
法
１
０
８
条
の

双
方
代
理
、
利
益
相
反
と
な
る
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
所

要
の
方
策
を
講
じ
る
と
の
こ
と
も
あ
り
、

改
善
を
望
む
も
の
で
す
。

　
真
の
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
で
あ

る
、
効
率
的
、
効
果
的
な
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
管
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
期
待
を
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
幸
手
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
小
・
中
学
校

の
休
業
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛

や
中
止
を
す
る
事
態
と
な
り
、
市

民
の
皆
様
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
健
康
や
経
済
な
ど
の
不
安
の
声

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
市
議
会
と
し
て
、
市
民
の
声
が

市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
鋭
意

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
、
希

望
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市議会議長
宮杉　勝男

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
で
は
、、
学
校
教
育

環
境
の
整
備
、
医
療
・
介
護
等
の

連
携
強
化
、
公
共
交
通
の
見
直
し
、

防
災
対
策
等
々
の
各
施
策
を
着
実

に
実
施
し
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
ま
し

て
も
、
様
々
な
感
染
防
止
対
策
や

生
活
支
援
、
経
済
対
策
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
、
今
年
一
年
が
充
実
し
た
実
り

多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幸手市長
木村　純夫

答
　
弁

令
和
2
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
8
号
）

　
　
　
　
　(議
案
第
87
号
)

12
月
定
例
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

質
　
疑

▲天神の湯

（2）（3） 〔市議会だよりさって〕No.97 〔市議会だよりさって〕No.97



　
施
設
設
備
総
合
管
理
業
務
委
託
料
４

８
０
８
万
２
０
０
０
円
中
、
今
回
５
０

９
万
９
０
０
０
円
の
減
額
理
由
に
つ
い

て
お
伺
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
令
和
２
年
３
月
14
日
か
ら

５
月
31
日
ま
で
天
神
の
湯
を
休
館
と
し

た
こ
と
か
ら
委
託
料
の
一
部
を
減
額
し

た
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
と
な
る
社
会
福
祉
法
人

幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
木
村

純
夫
、
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
を
提
案
、

出
す
ほ
う
も
幸
手
市
長
の
木
村
純
夫
と

い
う
双
方
代
理
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

双
方
を
代
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
民
法
第
１
０
８
条
の
規
定
も
あ
り
、

こ
の
議
案
の
適
合
性
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　
双
方
代
理
と
は
、
同
一
人
物
が
法
律

行
為
の
当
事
者
双
方
の
代
理
人
と
な
る

こ
と
を
言
い
、
議
員
ご
指
摘
の
民
法
第

１
０
８
条
に
お
い
て
、
原
則
禁
止
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
で
あ
り
ま
す
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
４

月
１
日
施
行
の
改
正
社
会
福
祉
法
に
お

い
て
、
理
事
長
以
外
の
理
事
の
代
表
権

の
行
使
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
理
事

長
の
職
務
代
理
者
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
理
事

長
の
双
方
代
理
に
つ
い
て
、
理
事
会
に

お
い
て
当
該
取
引
の
重
要
な
事
実
を
開

示
し
、
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
契
約
締
結
行
為
で
は
な
く
行

政
処
分
の
意
思
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
民
法
第
１
０
８
条
の
類
推
適
用
は

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。な
お
、

こ
の
件
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
協
定

を
結
ぶ
際
に
は
規
則
に
基
づ
き
、
臨
時

代
理
者
で
締
結
す
る
な
ど
の
方
向
で
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
幸
手
市
の
公
の
施
設
で
あ
る
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
さ
く
ら
の
里
、

及
び
な
の
は
な
の
里
の
２
施
設
の
運
営

管
理
を
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
わ
た
り
、
幸
手
市

障
害
者
自
立
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理

条
例
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
包
括
的

に
指
定
管
理
者
に
委
任
す
る
も
の
で
す
。

　
指
定
管
理
者
制
度
以
前
か
ら
業
務
委

託
の
実
績
の
あ
る
現
指
定
管
理
者
で
あ

る
幸
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
、
幸
手

市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条
２
項

の
規
定
に
よ
り
、
行
政
処
分
と
し
て
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
た
も
の
と
理

解
を
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
５
年
間
の
指
定
管
理
料
の
限

度
額
は
１
億
１
６
３
０
万
２
０
０
０
円

で
す
。
こ
れ
は
施
設
の
管
理
と
運
営
の

た
め
の
包
括
的
な
指
定
管
理
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
効
率
的
、
効
果
的
な
運
営

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
等
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
す
る
も
の
、
さ
れ
る
も

の
の
関
係
に
つ
い
て
民
法
１
０
８
条
の

双
方
代
理
、
利
益
相
反
と
な
る
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
所

要
の
方
策
を
講
じ
る
と
の
こ
と
も
あ
り
、

改
善
を
望
む
も
の
で
す
。

　
真
の
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
で
あ

る
、
効
率
的
、
効
果
的
な
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
つ
な
が
る
管
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
期
待
を
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

賛
成
討
論

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　(議
案
第
8
6
号
)

務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。
今
回
の
再

追
加
分
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
処
分

量
が
増
え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、
令
和

２
年
度
か
ら
３
年
度
の
２
年
間
で
、
８

７
４
万
６
千
円
を
補
正
し
た
。

当
初
の
債
務
負
担
行
為
は
平
成
30
年
度

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
33
年
度

ま
で
の
３
年
間
で
、
５
８
４
３
万
１
千

円
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
た

が
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
分
費
が
値

上
が
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年
度
に

９
８
７
万
６
千
円
を
追
加
分
と
す
る
債

期
分
の
実
績
は
、
２
つ
の
事
業
で
約
10

万
で
あ
っ
た
。
下
半
期
分
も
中
止
と
な

る
事
業
が
見
込
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
も
と
に
減
額
を
し
た
。

問
　
地
方
債
元
金
償
還
金
の
増
額
、
利

子
償
還
金
が
減
額
し
た
理
由
は
。

答
　
こ
の
起
債
は
、
平
成
22
年
度
に
臨

時
財
政
対
策
債
と
し
て
、
20
年
の
償
還

期
間
で
借
り
入
れ
を
し
た
が
、
10
年
を

経
過
し
て
利
率
の
見
直
し
が
あ
り
、
こ

の
見
直
し
に
よ
る
利
息
が
、
当
初
の
年

1.2
％
か
ら
０
.
０
０
８
％
と
な
っ
た
こ

と
で
、
今
後
10
年
間
の
償
還
額
を
算
定

し
た
。
償
還
方
法
に
つ
い
て
は
、
金
利

と
元
金
を
合
わ
せ
て
10
年
間
同
じ
金
額

と
な
る
元
利
均
等
償
還
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
利
息
が
減
額
し
、
元
金
が
増

額
し
た
。

問
　
可
燃
性
残
さ
運
搬
処
分
事
業
で
再

追
加
分
が
発
生
し
た
理
由
は
。

答
　
粗
大
ご
み
処
理
施
設
か
ら
発
生
し

た
可
燃
性
残
さ
は
、
桜
泉
園
か
ら
中
間

処
理
施
設
ま
で
運
搬
し
、
焼
却
処
理
を

す
る
な
か
で
発
生
し
た
焼
却
灰
を
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
施
設
へ
運
搬
し
て
い
る
。

問
　
杉
戸
町
し
尿
処
理
事
務
受
託
負
担

金
の
減
額
理
由
は
。

答
　
桜
泉
園
の
し
尿
処
理
施
設
は
、
処

理
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
幸
手
市
と

杉
戸
町
の
搬
入
量
に
応
じ
て
按
分
し
、

杉
戸
町
か
ら
負
担
金
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
今
回
、
処
理
施
設
に
関
す
る
、
需

用
費
・
工
業
薬
品
や
分
析
薬
品
、
脱
水

汚
泥
等
運
搬
処
分
業
務
委
託
料
等
に
係

る
経
費
を
８
３
２
万
２
千
円
減
額
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
に
対
す
る
杉
戸
町
負
担

分
に
当
た
る
２
８
４
万
６
千
円
が
減
額

と
な
っ
た
。

問
　
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料
の
減
額
理

由
は
。

答
　
当
初
予
算
に
お
い
て
、
５
７
１
万

８
千
円
を
計
上
し
て
い
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

予
定
さ
れ
て
い
た
多
く
の
事
業
が
中
止

と
な
り
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
上
半

総
務
常
任
委
員
会

問
　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
選
定

は
。

答
　
指
定
管
理
者
検
討
委
員
会
を
開
催

し
、
本
年
８
月
５
日
に
非
公
募
と
す
る

選
定
方
法
に
つ
い
て
の
同
意
を
と
り
、

ま
た
、
10
月
８
日
の
指
定
管
理
者
検
討

委
員
会
で
、
社
会
福
祉
法
人
幸
手
市
社

会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て

選
定
す
る
と
い
う
手
続
き
を
経
て
い
る
。

問
　
基
礎
課
税
額
の
課
税
限
度
額
が
54

万
円
か
ら
57
万
円
へ
と
３
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
医
療
給
付
分
だ

け
の
引
き
上
げ
か
。

答
　
今
回
の
改
正
は
、
当
市
で
は
医
療

給
付
費
の
み
を
現
行
の
54
万
円
を
57
万

円
へ
と
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
国

が
示
し
て
い
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
63

万
円
な
の
で
、
こ
の
医
療
給
付
費
分
に

つ
い
て
の
金
額
の
差
が
９
万
円
だ
が
、

国
が
示
し
て
い
る
金
額
へ
と
引
き
上
げ

る
と
、
加
入
者
の
負
担
が
た
い
へ
ん
大

き
く
な
る
た
め
、
段
階
的
に
引
き
上
げ

を
し
て
ま
い
り
た
く
、
今
回
の
改
正
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
８
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
87
号
）

幸
手
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
82
号
）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て（
議
案
第
86
号
）

問問 答答

答答 問問

問答

問答

答
　
弁

質
　
疑

こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

▲さくらの里（幸手市千塚地区）

▲なのはなの里（幸手市東3丁目地区）

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　
　
　
　(議
案
第
86
号
)
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